
戸
籍
届
出
の
手
続
き

No. 3

人
口
が
、
年
々
減
少
し
て
い
く

本
町
で
は
、
子
の
出
生
ほ
ど
た
の

も
し
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

老
齢
化
率
が
上
が
る
な
か
、
子

供
は
、
町
の
活
力
で
あ
り
起
爆
剤

と
な
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
子
の
出
生
に
と
も
な

う
、
戸
籍
等
の
手
続
き
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

口
出
生
届
口

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
、
ま
ず

す
る
こ
と
は
、
名
前
を
つ
け
る
こ

と
で
す
。
名
前
は
、
そ
の
子
に
一

生
つ
い
て
ま
わ
る
も
の
で
す
の
で

決
め
る
の
に
四
苦
八
苦
さ
れ
て
い

る
夫
婦
も
多
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
出
生
届
は
、
子
が
生
ま

れ
て
か
ら
1
4日
以
内
に
届
出
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
子
供
の
名

前
を
考
え
る
あ
ま
り
、
届
出
期
間

が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。出

生
届
の
用
紙
右
半
分
は
、
出

生
証
明
書
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

は
、
批
当
医
に
証
明
し
て
も
ら
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
出
生

届
の
用
紙
は
、
各
病
院
に
配
布
し

て
い
ま
す
の
で
、
出
生
証
明
書
が

必
要
で
あ
る
旨
を
申
し
出
ら
れ
る

と
証
明
し
て
も
ら
え
ま
す
。（
証

明
手
数
料
は
有
料
で
す
）

こ
の
時
点
で
、
子
の
名
が
決
ま
っ

て
な
い
と
、
証
明
書
の
「
名
欄
」

は
空
欄
と
な
り
ま
す
が
、
後
で
名

前
が
決
ま
っ
て
も
、
こ
こ
の
欄
に

は
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

出
生
証
明
書
を
も
ら
っ
た
ら
、

そ
の
用
紙
の
左
半
分
に
あ
る
出
生

届
の
各
欄
を
記
人
し
て
も

ら
い
ま
す
。
ま
ず
最
初
に

記
人
す
る
と
こ
ろ
は
、

「
子
の
氏
名
欄
」
と
な
り

ま
す
が
、
名
に
用
い
る
こ

と
が
で
き
る
文
字
は
、
常

用
漢
字
（
一
部
除
く
）
人

名
用
漢
字
・
片
仮
名
又
は

平
仮
名
（
変
体
仮
名
除
く
）

に
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
普

段
使
わ
な
い
漢
字
等
を
名

に
付
け
る
場
合
は
、
近
く

の
市
町
村
戸
籍
係
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

こ
の
他
に
、
出
生
届
で

注
意
し
て
い
た
だ
く
点
は
、

届

出

人

で

す

。

必

ず

、

父

母

い
ず

れ

か

が

届

け

出

て

も

ら

い

、

又

、

ど

う

し

て

も

届

出

す

る

こ

と

が

で

き

な

い
場

合

に

、

同

居

者

等

の

届

出

と

な

り

ま

す

。

最
後

に

、
届
出

地
は

、
本

籍
地

・

住

所

地

・
子

の

出

生

地

又

は

、

里

帰

り

し

て

い

る
親

元

の

住

所

地

で

も

で

き

ま

す

。

持

参

し

て

い

た

だ

く

も

の

は

、

出

生

届

（
一
通

）
　
・
母

子

手

帳

・

み

と

め

印

と

な

り

ま

す

の

で

お

忘

れ

な

く

／

国保コーナー
平成 ５年 度

国民健康保 険税第 ２期分の

納期限は８月31 日（火 ）です

交 通事故にあ ったら早め に国保へ
◇ 　 医療 費 は 加 害者 の 負 担
交 通 事故 の よ う に、 第三 者の 行 為 によ って け がや 病気 に な っ たとき 、

そ の 治 療 に か か っ た医 療 費 は 、 原 則 と し て 加 害 者 の 負 担 と な り ま す 。
しか し、 話 が こ じ れ たり 、加 害 者 が す ぐ に お 金を 出 せ な い よ う な と き
は 、 国 保 で 治 療 が受 け ら れま す 。 た だ 、 こ れ はあ く ま で も国 保 が 一 時
立替 え 、 あ とで 加 害 者か ら返 し て も ら う と い う こ と で す 。

そ の ため 、 国 保 で治 療 を 受 け る と き （ 事 後 で も可 ） は 、「 第 三 者 行
為 に よ る 傷 病 届 」が 必 要 にな り ま す 。

ま た、 国 保 に 届け 出 る 前 に 、 勝 手 に 示 談 し て 治 療 費 を 受 け 取 った り
す る と 、 国 保 が 使え ない とい う こ と に な り ま す か ら 、 早 め に 国 保 の 係
に ご 相 談 く だ さい 。交 通事 故 にあ った 時 の 注 意点

車を安全な場所
に止め、エンジ
ンを切る

負傷者がいたら、
すみやかに救護を

警 察 に 連 絡 し 、 そ の う え で
・ 目 撃 者 の 証 言 を も ら う

（ 目 撃 者 の 住所 ・ 氏 名 を 忘 れ ず に メ
モす る ）

・ 相 手 方 を 確 認 す る
（ 車 の ナ ン バ ー 、 色 、 名 称 、 運転 者

の 氏 名 、 住所 、 勤 務 先 、自 動車 損
害 賠 償 責 任保 険 の 会 社 名・ 証 書 番
号 な ど ）

・ 警察 官 か ら事 故証 明 を も ら う

国保に届け出る
( 国保で治療を
受ける場合
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